
 
 
 

平成２０年度における随意契約見直し計画のフォローアップ 

平成２１年７月 
独立行政法人酒類総合研究所 

1. 随意契約見直し計画と平成２０年度に締結した契約の状況 

（単位：件、億円） 
平成 18 年度 平成 20 年度 比較増△減 見直し計画 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等
（36％） 

22 
（68％）

1.74
（91％）

62
（75％）

2.25
（282％）

40
（129％）

0.51
（93％）

57
（93％） 

2.37 

企画競争・公募
（－％） 

－ 
（－％）

－

（1％）

1
（0％）

0.01
（－％）

1
（－％）

0.01
（－％）

－

（－％） 
－ 

競争性のある契

約（小計） 

（36％） 
22 

（68％）

1.74
（93％）

63
（75％）

2.26
（286％）

41
（130％）

0.52
（93％）

57
（93％） 

2.37 
競争性のない

随意契約 
（64％） 

39 
（32％）

0.81
（7％）

5
（25％）

0.75
（13％）

△34
（93％）

△0.06
（7％）

4
（7％） 

0.18 

合 計 
（100％） 

61 
（100％）

2.55
（100％）

68
（100％）

3.01
（111％）

7
（118％）

0.46
（100％）

61
（100％） 

2.55 
（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成２０年度の対１８年度伸率である。 
 
 



【18 実績】 
一般競争入札・指名競争入札等 

1.74 億円 
（22 件） 

 
 
 
 

企画競争・公募 
－億円 
（－件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 0.81 億円（32％） 
件数  39 件 （64％） 

 

【20 実績】 
 

一般競争入札・指名競争入札等

2.25 億円 
（62 件） 

 
 
 
 
 

企画競争・公募 
0.01 億円 
（1 件） 

 
 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 0.75 億円（25％） 
件数   5 件 （7％） 

 

（参考）図表 随意契約見直し計画と平成 20 年度に締結した契約の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（注）「一般競争入札・指名競争入札等」には、不落・不調の随意契約を含む。 

【見直し計画】※見直し結果を

18 年度実績に当てはめたもの  

 

一般競争入札・指名競争入札等

2.37 億円 
（57 件） 

 
 
 
 
 
 

企画競争・公募 
－億円 
（－件） 

 
 

競争性のない随意契約 
金額 0.18 億円（7％） 
件数   4 件 （7％） 

 

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

対 18 年度実績比

増▲減 
 
金額  

＋7 ポイント 
（0.52 億円増）  
件数  

＋57 ポイント 
（41 件増） 

 

競争性のある契約方式合計 

金額 1.74 億円（68％） 

件数  22 件 （36％） 
競争性のある契約方式合計 

金額 2.26 億円（75％） 

件数 63 件 （93％） 競争性のある契約方式合計 

金額 2.37 億円（93％） 

件数  57 件 （93％） 



2. 平成 20 年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約 

① 一般競争入札へ移行 
(ア) 総合健康診断業務の委託一式                  0.01 億円 
(イ) 東京事務所で使用する電気一式                 0.03 億円 

② 指名競争入札へ移行 
該当なし 

③ 企画競争へ移行 
該当なし 

④ 公募へ移行 
(ア) 平成 19 酒造年度全国新酒鑑評会製造技術研究会の会場借上業務  0.01 億円 
 

（参考） 
1．契約形態別応札者数（平成 20 年度） 

一般競争入札 指名競争入札 企画競争 公募 契約形態 
応札者数 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
２者以上 28 45% － －% － －% － －% 
１者以下 34 55% － －% － －% 1 100% 
合計 62 100% － －% － －% 1 100% 

 

2．一者応札、一者応募に係る改善方策（URL  http://www.nrib.go.jp/gui/bid/pdf/bid_04.pdf） 




